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研究成果の概要（和文）：ICTの進展により，生産活動を取り巻く環境が大きく変化しつつあるのに対して，従
来の需要予測手法では，消費者の需要に迅速かつ的確に対応することが難しくなっている。本研究は，このよう
な喫緊の課題に対して，データマイニング手法等の経営科学技術を活用した新しい予測手法を提案するものであ
る。特に，提案する新しい需要予測法は，ライフサイクルの短い新商品を扱う企業にとって，適正な資材補充策
ならびに需要動向に適応する生産・物流・販売管理の経営意思決定に広く支援することができる。

研究成果の概要（英文）：A major challenge for suppliers of retail stores is how to improve a 
turnover rate of merchandise during a set period of time, and how to continue efforts to both ensure
 the availability of popular products as well as having a variety of product to satisfy multiple 
customer demand segments. In this environment, products are introduced and removed on a regular 
basis. Forecasts of product demand over its life cycle are needed for the production control system,
 end-of-life planning, and planning of product cycles during operational planning. This project 
conducted a case-study of demand forecasting with Data Mining methods for new short-life-cycle 
products aiming to presenting how forecasting results can be incorporated into the operational 
planning process. It differed from previous studies because this study further investigated how 
market intelligence can be used to support decision-making, especially can be incorporated into the 
decision-making process to improve business performance.

研究分野： 経営工学、経営情報
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ICTの進展により，生産活動を取り巻く環境が大きく変化しつつあるのに対して，従来の需要予測手法では，消
費者の需要に迅速かつ的確に対応することが難しくなっている。本研究は，このような喫緊の課題に対して，ラ
イフサイクルの短い新商品を研究対象にし，データマイニングによる計数的なアプローチを提案するものであ
る。また，製造企業では，生産・物流・販売等のデジタル化およびインテリジェント化が進むことで，生産活動
を取り巻く環境が常にダイナミックに変化するため，本研究で得られる新しい知見は，実際の研究対象企業の原
材料仕入れ・生産・物流・販売活動の柔軟な意思決定に広く供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) ICT（Information Communication Technology，情報通信技術）の進展により，生産活動を
取り巻く環境が大きく変化しつつあるのに対して，従来の需要予測手法では，消費者の需要に迅
速かつ的確に対応することが難しくなっている。一方，販売データベースが多くの企業で構築さ
れ活用されるようになり，膨大な販売データの中には将来のビジネス展開に役に立つ情報や知
見が含まれているため，蓄積されるデータの有効利用を目的とする AI（Artificial Intelligence，
人工知能）が注目されている。 
(2) デリカ食品の製造企業において，需要数量などの目標値を決めなければ，適切な資材補充計
画，需要動向に適応する生産・物流・販売管理などの事業計画に関するマネジメントは不可能で
ある。特にライフサイクルの短い新商品を多く製造する食品企業においては，新商品に関する需
要予測の精度を高めることは重要である。しかし，従来の定量的調査や時系列分析では，迅速か
つ的確な需要予測が困難となりつつある。 
(3) コンビニエンスストアは商品陳列スペースが限られているため，人気商品が短期間で入れ替
わるという特徴がある。販売期間が 1 ないし数ヶ月のデリカ新商品について，ライフサイクル
は極めて短いことが分かる。そのため，コンビニエンスストアに商品を供給するデリカ商品製造
企業は，変化の激しい市場に対応するために，市場にある「死に筋商品」をいち早く特定し，新
商品に入れ替える必要がある。また，需要予測の結果に基づいて資材補充や生産・物流・販売管
理を行っていることから，新商品発売直後において，個々の商品に対し，高い精度で需要予測を
行うことが，デリカ商品製造企業にとって，重要かつ困難な課題とされている。これまで，種々
の分野で需要予測の応用事例が紹介されている。しかしながら，1 ないし 3 ヶ月程度のライフサ
イクルの短いデリカ食品の新商品を対象にした実証的な研究はまだ見受けられない。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，デリカ商品製造企業から供給する新商品のうち，市場への供給期間の短い商品に
ついて，管轄エリア内にあるすべての店舗から収集された種々の情報を用いて，新商品発売直後
の需要数量および需要動向を予測するために，人工知能技術を活用したアプローチを検討し提
案することを目的とした。 
(2) インダストリー4.0（Industry 4.0; 第四次産業革命）の到来を背景に，大規模ビジネスデ
ータの有効活用に焦点を当てて，これまでの研究成果を踏まえた上で，今後の課題について，検
討することは本研究のもう 1つの目的である。 
 

３．研究の方法 
(1) 人工知能に関する研究の中で，需要予測に関する研究，とりわけライフサイクルの短い新商
品への適用に関しては，極めて限られた応用事例が散見されるだけである。本研究は，ニューラ
ルネットワークや決定木などのデータマイニング手法を活用し，ライフサイクルの短い新商品
の発売直後 1 週目の販売実績情報に基づいて，商品品目毎の需要数量と需要動向を予測するた
めの新しいアプローチを提案した。本研究は，ライフサイクルの短い新商品について，データマ
イニング手法を活用した新しい予測手法を提案するものである。このことは，従来の研究にない
新しい試みである。 
(2) 大規模ビジネスデータの有効活用を念頭に置いて，オペレーションズマネジメントの観点か
ら，マーケット・インテリジェンスを販売管理の意思決定を資する階層的アーキテクチャおよび
手続きについても検討し提案することは，研究目的のもう 1 つである。 

 
４．研究成果 
本研究の研究結果として，下記のようにまとめる。 

(1) 近年の ICT 分野におけるイノベーションにより，ビジネスインテリジェンスはいっそう大
規模なビジネスデータの活用へシフトしている。本研究では，コンビニエンスストアに係るサプ
ライチェーンにおいて，生産とロジスティクスのための分析ツールとして用いられるデータマ
イニング手法やシミュレーション技法の ICT 活用について論じられている。そこで，データマイ
ニング手法では，新規のライフサイクルの短い製品を市場へ投入する際の需要傾向を予測する
ために，販売データ等を用いた応用事例を紹介した。ライフサイクルの短い新商品の需要予測に
関して，データマイニングによる計数的なアプローチを提案し，市場へのリリース直後の店舗か
らの受注状況に基づいて，翌週以降の需要数量と需要動向を予測する問題について検討した。ま
た，提案した新しい需要予測手順は，企業から提供された膨大な実績データを用いて検証するこ
とにより，十分な実用性をも有することを示した。 
(2) インダストリー4.0 環境下では，商品の販売状況に関して，より高い価値の情報の見える化
がいっそう進む。そのため，需要予測において，マーケット・インテリジェンスを生産・流通・
販売活動への意思決定を供する階層的アーキテクチャを構築できれば，製造企業は需要変動を
いっそう的確に即応することができることから，マーケット・インテリジェンスを用いた意思決
定手順および手続きの構築は，製造企業に喫緊の課題となりつつある。本研究は，オペレーショ
ンズマネジメントの観点から，マーケット・インテリジェンスを用いた販売管理の手順を具体的
に検討し提案した[1]。マーケット・インテリジェンスを用いた需要予測プロセスの概観を図 1に



示す。 
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図1: マーケット・インテリジェンスを用いた需要予測プロセス[1]. 

 

(3) 生産ならびにサービス分野においては，種々のビジネスデータを蓄積しやすくなっている
一方，プロセスの進捗管理をリアルタイムかつ継続的に遂行するには，「データを有効活用でき
ない」という難点がある。この難点を解決するには，蓄積された種々のビジネスデータを即座に
活用できるインテリジェントなオブジェクト，すなわち識別力のあるオブジェクトに基づくシ
ミュレーションのモデリングとの併用が提案された[2]。シミュレーションは，システムの挙動
をまねるための手法であり，従来，ダイナミックかつ複雑なシステムの設計や改善のために最も
活用されている経営科学手法の１つである［3］。オブジェクト指向シミュレーションと人工知能
の併用により，複雑な生産・サービスシステムの改善において，任意の時点でシステムシミュレ
ーションを実行することができ，情報評価に必要なシミュレーション結果の抽出も可能である。
シミュレーションとの併用による意思決定手順の概観を図 2に示す。 

図 2: シミュレーションとの併用による意思決定手順[2]. 
 
本研究の学術的な特色・独創的な点として，以下のようにまとめることができる。 

(1) ICT の進展により，生産活動を取り巻く環境が大きく変化しつつあるのに対して，従来の需
要予測手法では，消費者の需要に迅速かつ的確に対応することが難しくなっている。本研究は，
このような喫緊の課題に対して，ライフサイクルの短い新商品を研究対象にし，AI を活用した
新しい予測手法を提案するものである。 
(2) 製造企業では，インダストリー4.0 の到来により，生産・物流・販売等のデジタル化および
インテリジェント化が進むことで，生産活動を取り巻く環境が常にダイナミックに変化し，需要，
キャパシティ，原材料の状況も動的に変化する開放環境にあるため，本研究で得られる新しい知
見は，実際の研究対象企業の原材料仕入れ・生産・物流・販売活動の柔軟な意思決定に広く供す
るものである。 
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